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留学を通して、より実践的な英語力を伸ばしたいと
いう思いと、周りの目を気にしない自由な雰囲気の
アメリカで大学生活を送ることへの漠然とした憧れ
があり、交換留学の制度を利用して、アメリカへ留学をしました。渡航前の
Wakaba Project*ではASU（Arizona State University）の学生と直接交流が
でき、ディスカッションで話した内容が、現地の生徒を理解することに役立ちまし
た。留学中は国籍問わずたくさんの友達に恵まれましたが、その中でも一番の思
い出は、新型コロナウイルスの影響で日本へ緊急帰国する前夜に、ASUの近く
にあるA-mountainへ友人とハイキングへ行き、流れ星を見たことです。私にとっ
ては人生で初めて、かつ留学最終日というタイミングに感動し、今でも鮮明に覚
えています。帰国後に受講した国際産官学連携PBL科目（PBL COIL）では、
留学したことで分かった国民性や文化を応用させることができ、自分の経験があ

るからこそ言えることがたく
さんありました。この授業に
は留学中に日本語ボラン
ティアで出会ったASUの学
生が参加しており、Zoom
上で再会することができま
した。また一緒に授業を受
け、彼女たちの日本語の勉
強の役に立てる嬉しさを感
じました。

留学は人生で最高の経験でした。時々、海外の学
生と日本の学生たちが集まるにぎやかな寮生活を
思い出します。一緒に勉強をしたり、料理を作った
り、金曜日の大変なテスト明けの土曜日の朝にのんびりしたり。新型コロナウイ
ルスの影響で留学期間が短くなってしまったことがむしろ、あの時間が特別だっ
たことを実感させてくれていると思います。常に新しい環境と南山大学の素晴ら
しいプログラムに馴染んでいくことが必要で、それが私たち学生のコミュニティの
結びつきを深めたのだと思います。渡日前から、COILでつながった南山大学の
パートナーが現地でのおすすめの場所を紹介してくれたり、異文化による誤解
や、よくやってしまう間違いについて教えてくれました。そのおかげで、日本に行く
準備は順調で、まるで昔の友人に会いに行くような感じでした。新型コロナウイ

ルスの感染が拡大し、プログラムの途中でアメリ
カへの帰国準備をし、みんなにさよならを言わな
ければなりませんでした。予定より早い帰国はと
てもつらく悲しかったですが、南山大学で過ごし
たあの短い時間は本当にかけがえのないものと
なりました。

*Wakaba Project（現在：COIL-mate Project） 主に米国8連携校への留学が決まってい
る南山の学生と、南山での留学が決まっている米国8連携校の学生が、留学開始前にオン
ラインツールを用いて交流を行うプロジェクト（単位付与なし）
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